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【論文】









































































































































































































































































































































































































































































そ こ へ の 希 求 の 心 情 が あ っ て、 そ れ を 広 い 意 味 で の Heimweh、
homesickness と呼ぶことが可能かもしれない。たとえば先に述べたよ






















































































































































2012 年、176―177 ページ参照。ブリタニカ国際大百科事典 小項目電子辞
書 版 © 2009 Britannica Japan Co.,Ltd. / Encyclopædia Britannica, Inc.、
ロード・ムービー（road movie）参照。









ス・ウェーブ・フィルム『新海誠美術作品集 空の記憶～ The sky of the 
longing for memories ～』、講談社、2008 年からもそのことが窺えるであ
ろう。
8 ）　新海誠『秒速 5 センチメートル』、前掲 DVD〈0:53:39―0:53:57〉。
9 ）　同 DVD〈0:54:05―0:54:39〉。









12）　Gilles Deleuze : CINÉMA 1 L’IMAGE-MOUVEMENT, LES ÉDITIONS 
DE MINUIT, 1983, pp.13―14 参照。ドゥルーズは、カメラが、移動すると
いう運動全体と等価であることをヴェンダースの映画に関して指摘してい
る。
13）　Georges Sadoul : HISTOIRE GÉNÉRALE DU CINÉMA, I L’INVENTION 












147―177 ページ〈第 5 章　観光　世界を感性化するメガネ〉参照。
21）　今道友信「旅と美意識」、『日本の美学』（創刊号、『特集―旅』）所収、









26）　Karl Jaspers :《Heimweh und Verbrechen》, 1906, in Gesammelte Schriften 




加藤幹郎編『アニメーションの映画学』所収、第 3 章、臨川書店、2009 年、
120―121 ページ。
29）　同書、138 ページ。
30）　同書、139 ページ。
31）　同書、139 ページ。
32）　同書、139―140 ページ。
33）　同書、122―123 ページ。
　本論文は 2014 年度、成城大学文芸学部で担当した美学特殊講義Ⅰ〈旅と芸術〉
に基づき、2014、2015 年度、成城大学から特別研究助成を受けた津上英輔教授
との共同研究「人はなぜ旅に出るのか：現代日本映画における旅表象に徴して」
の下地になった研究の報告である。なお、『成城文藝』第 237・238 号（合併号）
でのこの共同研究報告において、私が執筆した部分の注 6）で、参照した DVD
の発売年を書き落としてしまった。DVD（フジテレビジョン・キングレコード、
2001 年）とこの場でつけ加えさせていただきたい。
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